
２０１２年２月２８日                 ノイエスだより 

ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
） 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

前
橋
市
元
総
社
町
六
七
番
地 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

電
話 

 

０
２
７
・
２
５
５
・
３
４
３
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Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
７
・
２
５
５
・
３
４
３
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先
日
、
「
第
一
回
ペ
ポ
ま
つ
り
」
が
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
２１
で
開
催
さ
れ
た
。 

前
橋
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
で
Ｐ
ｅ
Ｐ
ｏ
（
Ｐ
ｅ
ｏ
ｐ
ｌ
ｅ 

Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ

の
略
）
登
録
団
体
の
活
動
発
表
会
の
第
一
回
目
と
い
う
。 

休
暇
を
と
っ
て
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
の
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
一
日

参
加
し
た
。
七
～
八
人
の
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
合
間
を
バ
タ
ー
ナ
イ
フ
作
り
や

木
の
枝
で
ブ
ロ
ー
チ
を
作
る
ブ
ー
ス
で
何
年
も
活
動
し
て
い
る
方
々
か
ら
指
導
し
て

い
た
だ
き
立
派
な
バ
タ
ー
ナ
イ
フ
と
ブ
ロ
ー
チ
を
持
ち
帰
っ
た
。 

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
は
綺
麗
な
民
族
衣
装
を
着
た
ペ
ア
ー
が
楽
し
く
踊
り
、
ま
た
、
社
交

ダ
ン
ス
で
は
二
十
代
の
よ
う
に
若
々
し
く
楽
し
く
、
そ
し
て
真
剣
に
踊
る
人
々
の
表
情

が
素
敵
に
見
え
た
。
着
物
着
付
け
の
実
践
や
合
唱
な
ど
も
あ
り
賑
や
か
な
一
日
だ
っ
た
。 

日
常
の
仕
事
や
生
活
で
は
、
な
か
な
か
お
会
い
出
来
な
い
人
々
と
交
流
が
も
て
充
実
し

た
一
日
と
な
っ
た
。
社
会
に
属
し
て
い
な
が
ら
、
意
外
と
狭
い
行
動
範
囲
で
動
き
回
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
新
た
な
場
所
に
は
新
鮮
さ
と
発
見
が
あ
っ
た
。 

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
一
人
に
十
分
間
程
度
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
し
た
。 

特
に
七
十
代
～
八
十
代
の
方
が
多
か
っ
た
の
で
健
康
に
つ
い
て
、
食
事
に
つ
い
て
の
内

容
が
多
か
っ
た
。
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
県
立
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
で
の
ヘ
ル
ス
ア
ッ

プ
教
室
で
の
医
師
や
健
康
運
動
指
導
士
、
栄
養
管
理
士
、
薬
剤
師
な
ど
の
専
門
チ
ー
ム

に
よ
る
講
義
が
少
し
は
身
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
の
先
生
か
ら
の
指
導

と
併
せ
て
お
話
し
が
出
来
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
も
と
て
も

喜
ば
れ
、
嬉
し
か
っ
た
。
自
分
の
健
康
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
自
分
が
学
ん
だ
事
が
少
し

で
も
人
の
役
に
立
て
る
と
い
う
実
感
は
「
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
と
い
う
相
手
の
手
に

触
れ
な
が
ら
、
そ
の
方
と
お
話
し
を
す
る
事
で
さ
ら
に
心
に
響
い
た
。 

厚
生
労
働
省
の
資
料
を
見
て
み
る
と
日
本
人
の
運
動
習
慣
者
（
一
日
に
三
十
分
の
運
動

を
週
二
回
以
上
実
施
し
て
い
る
人
）
は
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
男
性
で
一

日
九
二
〇
〇
歩
、
女
性
で
八
三
〇
〇
歩
が
目
標
。
し
か
し
、
高
齢
者
に
お
い
て
は
、
一

日
十
分
間
程
度
の
運
動
や
一
日
二
十
分
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
無
理
の
な
い
運
動

が
望
ま
し
い
と
か
・
・
・
。
ペ
ポ
ま
つ
り
に
参
加
し
て
、
健
康
で
毎
日
を
過
ご
す
に
は

睡
眠
、
食
事
、
運
動
は
当
然
な
が
ら
、
知
識
や
経
験
を
生
か
し
た
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
社
会
と
の
関
わ
り
を
も
っ
た
り
、
趣
味
や
稽
古
事
な
ど
社
会
参
加
を
積

極
的
に
す
る
努
力
が
必
要
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
食
事
の
摂
り
方
、
運
動
の
方

法
な
ど
は
、
専
門
家
や
若
い
次
世
代
の
知
識
や
指
導
を
お
お
い
に
受
け
る
機
会
を
見
つ

け
る
べ
き
で
あ
る
と
思
っ
た
。 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
武
藤
） 

〈
ノ
イ
エ
ス
の
展
覧
会
〉 

 

綿
貫
哲
雄
作
陶
展 

 

〈
企
画
〉 

 

会
期 

 

三
月
三
日
（
土
）
～
十
一
日
（
日
） 

 
 
 
 

午
前
十
時
～
午
後
五
時 

  

小
野
養
豚
ん 

Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｎ 

Ｔ
Ｏ 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ 

〈
企
画
〉 

 

会
期 

 

三
月
十
七
日
（
土
）
～
二
十
五
日
（
日
） 

 
 
 
 

午
前
十
時
～
午
後
五
時 

 

沼
田
市
の
養
豚
場
で
生
ま
れ
育
ち
、
現
在
、
神
奈
川
で
講
師
を
し

な
が
ら
制
作
を
続
け
る
小
野
養
豚
ん
（
裕
子
）
さ
ん
の
群
馬
初
の
個

展
で
す
。
今
年
、
ノ
イ
エ
ス
で
は
「
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｎ 

Ｔ
Ｏ 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」

と
九
月
に
「
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ 

Ｔ
Ｏ 

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
」
と
二
回
に
分
け

て
企
画
し
ま
し
た
。
生
き
る
こ
と
、
そ
し
て
食
べ
る
こ
と
の
根
源
と

で
も
言
え
る
作
品
を
作
り
続
け
る
小
野
さ
ん
の
作
品
に
触
れ
て
考
え

て
み
て
下
さ
い
。 

 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ク
ロ
ス
・
ト
ー
ク 

 

「
う
ま
れ
る
い
き
る
た
べ
ら
れ
る
」 

 

河
内
世
紀
一
×
小
野
養
豚
ん 

日
時 

 

三
月
十
七
日
（
土
）
初
日 

午
後
三
時
～
四
時
三
十
分 

 
 
 
 

無
料
（
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
付
） 

＊ 
小
野
養
豚
ん
作
品
カ
タ
ロ
グ
（
有
料
）
販
売
し
ま
す
。 

    

中
島
裕
明
絵
画
展
「
海
と
川
と
・
・
・
」 

〈
企
画
〉 

 

会
期 

 

三
月
三
十
一
日
（
土
）
～
四
月
八
日
（
日
） 

 
 
 
 

午
前
十
時
～
午
後
五
時 

 

太
田
市
在
住
、
中
島
裕
明
氏
の
ノ
イ
エ
ス
で
初
の
個
展
で
す
。 

ス
ケ
ッ
チ
で
歩
い
た
風
景
の
中
で
も
海
、
川
・
・
・
な
ど
水
の
あ
る

風
景
を
テ
ー
マ
に
描
い
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。 

会
期
中
は
作
家
が
在
廊
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
お
出
か
け
下
さ
い
。 

〈
県
内
の
展
覧
会
情
報
〉 

第
三
回 

丸
橋
有
象 

風
景
写
生
展 

 
 
 
 
 

風
の
谷
を
下
る 

昭
和
村
か
ら
前
橋
ま
で 

会
期 

 

三
月
二
十
三
日
（
金
）
～
二
十
九
日
（
木
） 

 
 
 
 
 

午
前
十
時
～
午
後
六
時 

＊
初
日
は
午
後
二
時
～ 

＊
二
十
七
日
は
休
館
日 

 

会
場 

 

前
橋
市
民
文
化
会
館 

小
展
示
ホ
ー
ル 

 
 
 
 
 

電
話 

０
２
７
・
２
２
１
・
４
３
２
１ 

 

東
海
道
五
拾
三
次 

広
重
「
狂
歌
入
東
海
道
」
（
佐
野
喜
版
）
と 

東
京
漫
画
会
メ
ン
バ
ー
十
八
人
に
よ
る
「
東
海
道
五
拾
三
次
漫
画
絵
巻
」 

  

会
期 

 

（
開
催
中
）
～
三
月
二
十
五
日
ま
で 

月
曜
休
館
日 

 
 
 
 
 

午
前
十
時
～
午
後
五
時
（
入
館
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
） 

 

会
場 

 

大
川
美
術
館
（
電
話 

０
２
７
７
・
４
６
・
３
３
０
０
） 

 

入
館
料 

一
般
一
〇
〇
〇
円 

 
 一

菜
情
報
・
・
・
春
に
向
け
て 

 

薺
（
ナ
ズ
ナ
） 

子
供
の
頃
に
野
原
に
や
た
ら
と
咲
い
て
い
た
ペ
ン
ペ
ン
草
。 

三
味
線
の
バ
チ
の
よ
う
な
実
を
少
し
下
向
き
に
引
っ
ぱ
っ
て
チ
ャ
ラ

チ
ャ
ラ
、
パ
ラ
パ
ラ
・
・
・
と
変
な
音
が
し
て
、
夕
焼
け
の
土
手
か

ら
不
思
議
な
世
界
へ
入
り
込
ん
で
い
け
る
よ
う
な
誘
い
音
の
よ
う
な

記
憶
が
あ
り
ま
す
。 

春
の
七
種
（
な
な
く
さ
）
の
一
つ
で
す
か
ら
、
白
い
花
は
茹
で
て
鶏

の
さ
さ
身
を
茹
で
た
も
の
と
辛
子
和
え
に
し
た
り
、
酢
味
噌
で
食
べ

て
も
酒
の
肴
の
一
品
に
な
り
そ
う
で
す
。 

一
月
七
日
に
は
七
草
粥
を
食
べ
ま
し
た
。
昔
の
よ
う
に
御
節
料
理
で

疲
れ
た
胃
を
休
め
、
野
菜
が
乏
し
い
冬
に
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
を

補
う
と
い
っ
た
理
由
で
食
べ
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
邪
気

を
払
い
、
万
病
を
除
く
と
し
て
の
風
習
と
し
て
食
し
て
い
ま
す
。 

 

一
言
お
礼
を
・
・
・
。 

一
月
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
「
Ｘ
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
の
折
に 

Ｘ
氏
所
蔵
作
品
の
一
部
を
販
売
し
、
全
額
を
仙
台
フ
ィ
ル
に
支
援
金 

と
し
て
Ｘ
氏
よ
り
お
送
り
し
ま
し
た
。
Ｘ
氏
及
び
ノ
イ
エ
ス
朝
日
か

ら
皆
様
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 


